
古
孝
子
伝
作
者
孜

ω

抄

重量

か
つ
て
中
国
に
存
し
た
、
十
種
を
超
え
る
古
孝
子
伝
に
は
、
何
ら
か
の
作

者
名
を
冠
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
古
孝
子
伝
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
以

前
に
略
述
を
試
み
た
こ
と
も
あ
る
が
(
拙
著
『
孝
子
伝
の
研
究
』
〈
併
教
大

学
鷹
陵
文
化
叢
書
5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
日
年
〉

I
一
1
)
、
改
め
て

個
々
の
作
者
に
関
し
、
具
体
的
な
検
討
を
加
え
る
と
同
時
に
、
逸
文
と
し
て

現
在
に
伝
わ
る
孝
子
伝
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
柳
か
踏
み
込
ん
だ
考
察

を
廻
ら
せ
て
み
た
い
。

小
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
劉
向
孝
子
伝
以
下
、
十
一
本
の
孝
子

7
宋
銅
孝
子
伝

宋
軒
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、

惰
志
に
、

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

黒

彰

田

伝
で
あ
る
。
小
稿
は
、
四
章
か
ら
成
り
、
第
一
章
は
劉
向
孝
子
伝
を
扱
い
、

第
二
章
は
、
請
広
済
孝
子
伝
以
下
五
本
の
孝
子
伝
の
こ
と
を
検
討
す
る
。
第

三
章
は
、
宋
軒
以
下
五
本
の
孝
子
伝
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
四
章
は
、
そ
の

内
の
徐
広
孝
子
伝
本
文
の
内
容
を
考
察
す
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
本
誌
に

は
後
半
の
第
三
一
、
四
章
を
収
め
、
前
半
の
第
一
、
二
章
は
、
『
京
都
語
文
』

日
(
平
成
時
年
日
月
)
に
収
め
る
こ
と
と
し
た
。
併
読
を
乞
い
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

孝
子
伝
作
者
、
劉
向
孝
子
伝
、
徐
広
孝
子
伝

孝
子
伝
二
十
巻
宋
射
撰

旧
唐
志
に
、

孝
子
伝
十
巻
宗
射
撰

新
唐
志
に
、



古
孝
子
伝
作
者
孜
白
(
黒
田

彰
日
)

宗
朗
孝
子
伝
二
十
巻

と
あ
る
。
宋
軒
は
ま
た
、
宗
朗
と
も
綴
ら
れ
る
が
(
唐
士
山
)
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

の
か
、
分
か
ら
な
い
。
宋
軒
の
こ
と
は
、
南
斉
書
四
十
八
列
伝
二
十
九
孔
稚
珪
伝

に
お
け
る
、
永
明
九
(
四
九
二
年
の
稚
珪
の
上
表
中
に
、

監
臣
宋
軒

ま
た
、
南
史
二
十
六
列
伝
十
六
表
象
伝
に
、

江
陵
令
宗
射

と
見
え
(
江
陵
は
、
湖
北
省
江
陵
県
)
、
な
お
惰
志
に
、

斉
平
西
諮
議
宗
弱
集
十
三
一
巻

が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
挑
振
宗
は
、

然
則
朗
在
一
一
南
斉
時

J

為
二
廷
尉
監
江
陵
令
平
西
将
軍
府
諮
議
参
軍
一
者
也

と
述
べ
て
い
る
(
惰
書
経
籍
志
考
証
)
。
そ
の
廷
尉
監
は
、
獄
訟
、
郡
国
の
疑
獄

を
掌
る
廷
尉
の
属
官
で
、
廷
尉
三
官
と
呼
ば
れ
る
廷
尉
正
、
監
、
平
(
評
)
の
正

に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
西
将
軍
は
、
四
平
将
軍
の
一
、
諮
議
参
軍
は
、

将
軍
の
属
僚
で
あ
る
参
軍
の
一
種
で
、
公
府
、
督
府
の
佐
と
し
て
二
人
が
置
か
れ
、

長
史
、
司
馬
に
次
い
だ
(
南
斉
書
十
六
百
官
志
)
。
宋
朗
孝
子
伝
の
逸
文
と
し
て

(
却
)

二
十
条
近
い
。

残
る
も
の
は
、

8
虞
盤
佑
孝
子
伝

虞
盤
佑
孝
子
伝
に
関
し
て
は
、
惰
志
に
は
見
え
ず
、
旧
唐
志
に
、

孝
子
伝
一
巻
虞
盤
佐
撰

新
唐
志
に
、

虞
盤
佐
孝
子
伝
一
巻

と
あ
る
。
こ
の
虞
盤
佑
に
つ
い
て
も
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
随
分
と
多
い
。
例
え

ば
名
前
か
ら
し
て
、
何
通
り
か
の
説
が
あ
る
。
ま
ず
虞
字
を
曲
胞
に
作
る
も
の
が
あ

る
が
(
通
志
七
十
一
等
)
、
こ
れ
は
、
挑
振
宗
が
「
一
本
虞
作
レ
慮
誤
」
と
言
う

よ
う
に
(
惰
書
経
籍
志
考
証
二
十
「
高
士
伝
二
巻
虞
繋
佐
撰
」
)
、
虞
を
書
き
誤
つ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
盤
字
を
繋
に
作
る
も
の
(
惰
志
「
集
議
孝
経
一
巻
」
、

経
典
釈
文
叙
録
)
、
般
に
作
る
も
の
(
太
平
御
覧
五
一

O
)
が
あ
る
。
ま
た
、
佑

字
を
佐
に
作
る
も
の
(
惰
志
寸
高
士
伝
二
巻
虞
盤
佐
撰
」
、
旧
唐
志
、
新
唐
志
)
が

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
ど
れ
が
正
し
い
の
か
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な

しミ

(
佑
字
を
佑
に
作
る
も
の
〈
太
平
御
覧
引
書
目
〉
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で

あ
ろ
う
。
倍
も
同
じ
)
。
今
は
仮
に
珂
沖
林
に
従
っ
て
お
く
。
さ
て
、
新
唐
志
に
、

虞
盤
佐
孝
子
伝
一
巻

又
高
土
伝
二
巻

と
記
す
よ
う
に
(
隔
志
「
高
士
伝
二
巻
虞
繋
佐
撰
」
、
旧
唐
志
「
高
士
伝
二
巻
虞
盤
佐

撰
」
)
、
虞
盤
佑
に
は
高
士
伝
の
著
作
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
高
士
伝
は
太
平
御

覧
五
一

O
に
、
「
虞
般
佑
高
士
伝
日
」
と
し
て
皇
甫
士
安
、
朱
沖
、
劉
兆
(
淵
鑑

類
函
二
八
九
に
も
)
、
伍
朝
、
郭
文
挙
の
五
条
が
、
耕
字
類
編
一
一
八
に
、
南
公

の
一
条
が
、
内
府
本
史
記
八
十
一
張
照
の
考
証
(
四
庫
全
書
所
収
)
に
、
観
冠
子

の
一
条
(
太
平
御
覧
に
よ
れ
ば
、
寸
哀
淑
真
隠
伝
」
の
一
条
で
あ
る
。
引
き
誤
り

(
考
)

で
あ
ろ
う
)
が
見
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
士
伝
に
は
ま
た
、
虞
孝
叔
高
土

伝
、
虞
孝
敬
高
士
伝
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
(
楕
志
、
両
唐
志
不
見
)
、
例
え
ば

(
者
)

前
者
は
、
太
平
御
覧
四
七
四
に
、
「
虞
考
叔
高
士
伝
日
L

と
し
て
、
先
に
触
れ
た

(
申
示
)宋

少
文
の
こ
と
が
、
後
者
は
、
文
選
六
十
「
斉
寛
陵
文
宣
王
行
状
」
の
李
善
注

(
老
)

に
、
「
虞
孝
敬
高
士
伝
日
」
と
し
て
、
何
点
の
こ
と
が
見
え
る
の
で
あ
る

(
立
早
出
一
小



源
、
惰
書
経
籍
志
考
証
十
三
「
高
土
伝
二
巻
虞
繋
佐
撰
」
参
照
)
。
虞
盤
佑
と
虞
孝

叔
、
虞
孝
敬
と
の
関
係
が
ま
た
、
問
題
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
虞
盤
佑
に
つ
い
て

は
、
挑
振
宗
が
指
摘
す
る
よ
う
に
(
惰
書
経
籍
志
考
証
七
「
梁
又
有
一
一
処
士
虞
繋

佐
注
孝
経
一
巻
一
亡
」
)
、
唐
、
陸
徳
明
の
経
典
釈
文
叙
録
に
、

虞
繋
佑
〈
字
弘
猷
、
高
平
人
。
東
晋
処
土
〉

と
あ
る
の
が
非
常
に
貴
重
で
(
挑
振
宗
は
、
「
按
陸
氏
叙
録
、
作
二
繋
佑
」
未
ν
詳二

執
是
一
」
と
言
う
。
因
み
に
、
挑
振
宗
や
章
宗
源
は
、
「
虞
繋
佐
」
と
表
記
し
て

い
る
)
、
こ
こ
か
ら
虞
盤
佑
は
、
東
晋
(
二
二
七
|
四
二

O
)
の
処
士
で
あ
り
、

字
を
弘
猷
と
言
い
、
高
平
(
未
詳
)
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
判
明
す
る
の
で
あ

る
。
故
に
、
挑
振
宗
は
、
「
案
虞
繋
佐
、
東
晋
人
」
と
し
て
、
例
え
ば
虞
孝
叔
高

士
伝
(
太
平
御
覧
四
七
四
所
引
)
の
宋
少
文
は
、
宋
文
帝
の
元
嘉
二
十
(
四
四

一
二
)
年
に
没
し
て
お
り
(
宋
書
九
十
三
列
伝
五
十
三
)
、
ま
た
、
虞
孝
敬
高
士
伝

(
文
選
六
十
李
善
注
所
引
)
の
何
点
は
、
梁
の
天
監
三
(
五

O
四
)
年
に
没
し
て

い
る
か
ら
(
梁
書
五
十
一
列
伝
四
十
五
)
、
年
代
か
ら
見
て
「
皆
虞
〔
盤
佑
〕
所
レ

不
レ
及
」
と
述
べ
て
、

(
孝
)

虞
敬
叔
、
虞
孝
敬
、
蓋
在
二
繋
佐
之
後
」
別
有
一
其
人
」
非
一
一
一
人
一
也
。
虞

孝
敬
、
又
別
有
一
一
両
僧
伝
J

亦
称
二
高
土
伝

J

見
レ
後
。
其
非
一
此
書
J

尤
信

と
指
摘
し
て
い
る
(
惰
書
経
籍
志
考
証
二
十
)
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
虞
盤
佑

孝
子
伝
の
逸
文
は
極
め
て
少
な
く
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
、
曾
参
と
華
光
の
二

条
に
過
ぎ
な
い
(
共
に
、
太
平
御
覧
九
九
八
、
四
一
三
所
引
)
0

9
鄭
絹
之
孝
子
伝

鄭
絹
之
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、
陪
志
に
、

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

孝
子
伝
十
巻
宋
員
外
郎
第
一
樹
之
撰

旧
唐
志
に
、

孝
子
伝
讃
十
巻
鄭
絹
之
撰

新
唐
志
に
、

鄭
絹
之
孝
子
伝
讃
十
巻

と
見
え
る
。
法
苑
珠
林
四
十
九
は
、
「
鄭
絹
之
孝
子
伝
」
(
丁
蘭
条
)
、
「
鄭
輯
之
孝

子
感
通
伝
」
(
董
永
条
)
、
「
鄭
絹
之
伝
」
(
呉
達
、
粛
固
条
)
と
呼
ん
で
い
て
、
特

に
董
永
条
の
そ
れ
に
関
し
、
挑
振
宗
は
、
寸
案
法
苑
珠
林
忠
孝
篇
、
引
一
一
鄭
絹
之

孝
〔
子
〕
感
通
伝
」
則
其
書
有
一
一
篇
目
一
」
と
言
っ
て
い
る
(
惰
書
経
籍
志
考
証

二
十
)
。
部
沖
林
は
、
世
説
新
語
一
劉
孝
標
注
所
引
に
従
っ
て
、
「
鄭
絹
孝
子
伝
」

と
呼
ん
で
い
る
(
古
孝
子
伝
)
。
員
外
郎
は
、
定
員
外
の
宮
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ

で
は
員
外
散
騎
侍
郎
を
指
し
、
劉
宋
で
は
散
騎
常
侍
を
長
官
と
す
る
集
室
閏
省
に
属

し
た
。
鄭
絹
之
の
こ
と
は
、
例
え
ば
挑
振
宗
が
、
「
鄭
絹
之
、
始
末
末
レ
詳
」
と

よ
く
分
か
ら
な
い
。
鄭
絹
之
孝
子
伝
の
逸
文
は
、
五
条
が

確述
認べ
出て
来い
るきる
。よ

フ

日
梁
元
帝
孝
徳
伝

梁
元
帝
孝
徳
伝
に
つ
い
て
は
、
陪
志
、
旧
唐
志
に
、

孝
徳
伝
三
十
巻
梁
元
帝
撰

新
唐
志
に
、

梁
元
帝
孝
徳
伝
三
十
巻

と
あ
り
、

ま
た
、
金
楼
子
五
著
書
篇
十
に
、

孝
徳
伝
三
扶
三
十
巻
〈
原
註
、
金
楼
合
二
衆
家
孝
子
伝
一
成
レ
此
〉



古
孝
子
伝
作
者
孜
件
(
黒
田

彰

梁
書
五
本
紀
五
元
帝
鐸
に
、

所
レ
著
孝
徳
伝
三
十
巻

と
見
え
る
(
金
楼
子
は
、
梁
元
帝
〈
五

O
八
l
五
五
四
〉
の
号
。
な
お
旧
唐
志
に

は
、
「
孝
友
伝
八
巻
梁
元
帝
撰
」
も
載
る
)
。
茄
沖
林
の
古
孝
子
伝
に
は
採
ら
れ
て
い

な
い
。
梁
元
帝
孝
徳
伝
の
逸
文
に
関
し
て
は
目
下
、
序
が
一
種
(
金
楼
子
五
、
芸

文
類
衆
二
十
所
引
。
清
、
王
仁
俊
の
玉
函
山
房
輯
侠
書
続
編
、
史
編
総
類
に
、
金

楼
子
所
引
の
も
の
を
収
め
る
)
、
賛
が
二
種
(
皇
王
篇
賛
が
、
芸
文
類
衆
二
十
に
、

天
性
篇
賛
が
、
芸
文
類
緊
二
十
及
び
、
初
学
記
十
七
に
引
か
れ
る
)
伝
わ
る
他
、

謬
斐
等
五
条
の
伝
存
が
確
認
し
得
る
。

日
徐
広
孝
子
伝

徐
広
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、
惰
志
に
見
え
ず
、
旧
唐
志
に
、

又
〔
孝
子
伝
〕
三
巻
徐
広
撰

新
唐
志
に
、

徐
広
孝
子
伝
三
巻

と
あ
る
。
ま
た
、
唐
、
劉
知
幾
の
史
通
十
雑
述
に
、

徐
広
孝
子

と
あ
る
。
茄
沖
林
は
、
逸
書
と
見
な
か
っ
た
た
め
か
、
古
孝
子
伝
に
は
採
っ
て
い

な
い
。
徐
広
(
三
五
二
|
四
二
五
。
宋
書
に
よ
る
)
は
、
{
子
を
野
民
と
言
い
、
東

莞
姑
幕
(
山
東
省
諸
城
県
西
)
の
人
で
あ
る
。
そ
の
伝
記
が
晋
書
八
十
二
列
伝
五

十
二
、
宋
書
五
十
五
列
伝
十
五
、
南
史
三
十
三
列
伝
二
十
三
に
載
る
。
一
二
書
を
併

せ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

-
晋
書

四

徐
広
字
野
民
、
東
莞
姑
幕
人
、
侍
中
謹
之
弟
也
。
世
好
レ
学
、
至
レ
広
尤
為
一

精
純
J

百
家
数
術
無
レ
不
一
一
研
覧
J

謝
玄
為
一
一
一
党
州
J

辞
従
レ
事
。
諜
王
悟
為
一
一

鎮
北
一
補
一
参
軍
J

孝
武
世
、
除
一
一
秘
書
郎
」
典
二
校
秘
書
省
。
増
一
一
置
省
職
J

転
二
員
外
散
騎
侍
郎

J

仰
領
二
校
書
ι

尚
書
令
王
均
深
相
欽
重
、
挙
為
一
嗣
部

郎
J

会
稽
世
子
元
顕
時
録
尚
書
、
欲
レ
使
二
百
僚
致
一
レ
敬
、
内
外
順
レ
之
、
使
二

広
為
一
レ
議
、
広
常
以
為
憐
駕
。
元
顕
引
為
一
一
中
軍
参
軍
J

遷
二
領
軍
長
史
J

桓
玄

輔
レ
政
、
以
為
二
大
将
軍
文
学
祭
酒
J

義
照
初
、
奉
レ
詔
撰
二
車
服
儀
注
一
除
一
一

鎮
軍
諮
議
」
領
一
一
記
室
J

封
二
楽
成
侯
J

転
一
員
外
散
騎
常
侍
」
領
一
一
著
作
J

尚
書
奏
、
左
史
述
レ
言
、
右
官
書
レ
事
、
乗
志
顕
二
於
晋
鄭
」
春
秋
著
二
乎
魯

史
J

自
F
聖
代
有
中
造
二
中
興
記
一
者
J

道
風
帝
典
、
慎
一
一
乎
史
策
J

而
太
和
以

降
、
世
歴
一
一
三
朝
」
玄
風
聖
跡
、
健
為
一
時
古
J

臣
等
参
詳
、
宜
下
敷
一
一
著
作

郎
徐
広
一
撰
中
成
国
史
げ
於
レ
是
穀
レ
広
撰
集
意
。
遷
一
一
韓
騎
将
軍

J

領
一
一
徐
州

大
中
正
」
転
一
一
正
員
常
侍
大
司
農

J

仰
領
一
一
著
作
一
如
レ
故
。
十
二
年
、
鞘
成
一
一

晋
紀

λ

凡
四
十
六
巻
、
表
上
レ
之
。
困
乞
レ
解
二
史
任
J

不
レ
許
。
遷
二
秘
書
監
J

初
、
桓
玄
纂
レ
位
、
帝
出
レ
宮
、
広
陪
列
、
悲
動
一
左
右
J

及
二
劉
裕
受
一
レ
禅
、

恭
帝
遜
レ
位
、
広
独
哀
感
、
沸
酒
交
流
。
謝
晦
見
レ
之
、
謂
目
、
徐
公
将
レ
無
一
一

小
過
一
也
。
広
牧
レ
涙
而
言
日
、
君
為
一
一
宋
朝
一
佐
レ
命
、
吾
乃
晋
室
遺
老
、
憂

喜
之
事
国
不
レ
同
レ
時
。
乃
更
飲
秋
。
因
辞
二
衰
老
一
乞
レ
帰
二
桑
梓
J

性
好
一
一
読

書
J

老
猶
不
レ
倦
。
年
七
十
四
、
卒
一
一
子
家
J

広
答
礼
間
行
二
於
世
J

-
宋
書

徐
広
宇
野
民
、
東
莞
姑
幕
人
也
。
父
藻
、
都
水
使
者
。
兄
週
、
太
子
前
衛
率
。

家
世
好
レ
学
、
至
レ
広
尤
精
、
百
家
数
術
、
無
レ
不
一
一
研
覧
J

謝
玄
為
レ
州
、
貯
一

広
従
事
西
曹
J

又
諜
王
司
馬
悟
鎮
北
参
軍
。
晋
孝
武
帝
以
一
一
広
博
学

J

除
為
二



秘
書
郎
」
校
二
書
秘
閣
一
増
一
置
職
僚
J

転
一
員
外
散
騎
侍
郎

J

領
二
校
書
一
如
レ

故
。
隆
安
中
、
尚
書
令
王
均
挙
為
一
一
制
部
郎
J

李
太
后
莞
、
広
議
レ
服
日
、

太
皇
太
后
名
位
允
正
、
体
同
皇
極

J

理
制
備
尽
、
情
礼
弥
申
。
陽
秋
之
義
、

母
以
レ
子
貴
、
既
称
一
一
夫
人
一
礼
服
従
レ
正
、
故
成
風
顕
一
夫
人
之
号

J

文
公

服
一
一
三
年
之
喪
J

子
於
一
父
之
所
生
J

体
尊
義
重
。
且
礼
レ
祖
不
レ
厭
レ
孫
、
固

宜
一
蓬
レ
服
無
F

屈
。
而
縁
レ
情
立
レ
制
、
若
嫌
一
明
文
不
一
レ
存
、
則
疑
斯
従
レ
重
。

謂
応
レ
同
ド
於
為
一
一
祖
母
後
一
斉
衰
三
年
目
時
従
一
一
其
議
J

時
会
稽
王
世
子
元
顕

録
尚
書
、
欲
レ
使
一
一
百
僚
致
F

敬
、
台
内
使
一
広
立
一
レ
議
、
由
レ
是
内
外
並
執
一
一

下
官
礼

J

広
常
為
憐
恨
君
。
元
顕
引
為
一
一
中
軍
参
軍
一
遷
一
領
軍
長
史
J

桓

玄
輔
レ
政
、
以
為
二
大
将
軍
文
学
祭
酒
J

義
照
初
、
高
祖
使
レ
撰
二
車
服
儀
注

J

乃
除
一
鎮
軍
諮
議
参
軍
J

領
一
一
記
室
」
封
一
一
楽
成
県
五
等
侯
J

転
一
員
外
散
騎

常
侍
」
領
二
著
作
郎
J

二
年
、
尚
書
奏
日
、
臣
聞
左
史
述
レ
言
、
右
官
書
レ
事
、

乗
志
顕
一
於
晋
鄭
J

陽
秋
著
一
一
乎
魯
史
J

白
凹
皇
代
有
三
造
一
一
中
興
晋
杷
J

道
風

帝
典
、
燥
一
乎
史
策
J

而
太
和
以
降
、
世
歴
一
一
三
朝
パ
玄
風
聖
跡
、
候
為
一
一
戸
時

古
J

臣
等
参
詳
、
宜
ト
敷
一
著
作
郎
徐
広
一
撰
中
成
国
史
日
詔
日
、
先
朝
至
徳

光
被
、
未
レ
著
一
一
方
策
」
宜
下
流
二
風
緬
代
一
永
胎
中
将
来
卜
者
也
。
便
敷
撰
集
。

六
年
、
遷
一
散
騎
常
侍
」
又
領
二
徐
州
大
中
正
一
転
一
主
員
常
侍
J

時
有
一
風

看
為
下
災
、
広
献
一
一
書
高
祖
一
日
、
風
看
変
未
一
一
必
為
一
レ
災
、
古
之
聖
賢
輔
懐

而
修
レ
己
、
所
ド
以
興
二
政
化

J

而
隆
中
徳
教
上
也
。
嘗
恭
一
服
事
J

宿
替
未
レ
忘
、

思
下
掲
一
塵
露
一
率
中
誠
子
習
日
明
公
初
建
一
一
義
旗

J

匡
一
復
宗
社
J

神
武
応
ν
運、

信
宿
平
夷
。
且
恭
謙
倹
約
、
虚
レ
心
匠
レ
僻
、
来
蘇
之
化
、
功
用
若
レ
神
。
頃

事
故
既
多
、
刑
徳
並
用
、
戦
功
股
レ
積
、
報
叙
難
レ
尽
、
万
機
繁
湊
、
固
応
レ

難
レ
速
、
且
小
細
煩
密
、
群
下
多
懐
。
又
穀
吊
豊
賎
、
而
民
情
不
ν
勧
、
替
市

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
一
二
月
)

司
互
設
、
市
劫
盗
多
有
、
誠
由
二
俗
弊
未
レ
易
レ
整
而
望
深
未
一
ν
易
レ
柄
。
追
一
一

思
義
照
之
始
一
如
レ
有
レ
不
レ
同
、
何
者
。
好
レ
安
願
レ
逸
、
万
物
之
大
趣
、
習
レ

旧
骸
レ
新
、
凡
識
所
レ
不
レ
免
。
要
当
下
街
順
群
情
一
抑
揚
随
上
レ
俗
、
則
朝
野

歓
泰
、
具
膳
允
康
失
。
一
言
無
レ
可
レ
採
、
願
払
打
一
其
愚
款
之
志
J

又
転
一
大
司

農
J

領
一
一
著
作
郎
一
皆
如
レ
故
。
十
二
年
、
晋
紀
成
、
凡
四
十
六
巻
、
表
上
レ

之
。
遷
一
一
秘
書
監
J

初
、
桓
玄
纂
レ
位
、
安
帝
出
レ
宮
、
広
陪
列
悲
働
、
哀
動
一
一

左
右
J

及
一
一
高
祖
受
一
一
レ
禅
恭
帝
遜
一
レ
位
、
広
又
哀
感
、
沸
澗
交
流
。
謝
晦
見
レ

之
、
謂
レ
之
日
、
徐
公
将
レ
無
一
一
小
過
J

広
牧
レ
涙
答
日
、
身
与
レ
君
不
ν
向。

君
佐
レ
命
興
レ
王
、
逢
一
千
載
嘉
運
、
身
世
荷
一
一
晋
徳

J

実
巻
二
恋
故
主
J

因
更

飲
秋
。
永
初
元
年
、
詔
日
、
秘
書
監
徐
広
、
学
優
行
謹
、
歴
位
恭
粛
、
可
二

中
散
大
夫
。
広
上
レ
表
日
、
臣
年
時
衰
妻
、
朝
敬
永
閥
、
端
一
一
居
都
邑
」
徒
増
一
一

替
怠
J

臣
墳
墓
在
一
一
晋
陵
一
臣
又
生
一
長
京
口
」
恋
レ
旧
懐
レ
遠
、
毎
感
一
暮
心

J

息
道
玄
謬
荷
一
一
朝
思
」
黍
宰
一
此
色
、
乞
相
随
之
レ
官
、
帰
一
一
終
桑
梓
一
微
志

獲
レ
申
、
頭
没
無
レ
恨
。
許
レ
之
、
贈
賜
甚
厚
。
性
好
レ
読
レ
書
、
老
猶
不
レ
倦
。

元
嘉
二
年
、
卒
、
時
年
七
十
四
。
答
礼
間
百
余
条
、
用
一
於
今
世
J

広
兄
子

諮
、
在
一
良
吏
伝
J

-
南
史

徐
広
字
野
人
、
東
莞
姑
幕
人
也
。
父
藻
、
都
水
使
者
。
兄
週
、
太
子
前
衛
率
。

家
世
好
レ
学
、
至
レ
広
尤
精
。
百
家
数
術
、
無
レ
不
二
研
覧
J

家
貧
、
未
下
嘗
以
二

産
業
一
為
上
レ
意
、
妻
中
山
劉
誼
之
女
盆
レ
之
、
数
以
相
譲
、
広
終
不
レ
改
。
如
レ

此
十
数
年
、
家
道
日
弊
、
遂
与
レ
広
離
。
後
晋
孝
武
帝
以
一
一
広
博
学

J

除
為
一

秘
書
郎
J

校
一
一
書
秘
閣
一
増
置
職
僚
J

隆
安
中
、
尚
書
令
王
均
挙
為
二
洞
部

郎
J

李
太
后
崩
、
広
議
レ
服
日
、
太
皇
太
后
名
位
既
正
、
体
同
一
皇
極
」
理

五



古
孝
子
伝
作
者
孜
同
(
黒
田

彰

制
備
尽
、
情
礼
弥
申
。
陽
秋
之
義
、
母
以
レ
子
貴
。
既
称
一
夫
人
一
礼
服
従
レ

正
。
故
成
風
顕
一
一
夫
人
之
号

J

文
公
服
二
三
一
年
之
喪
」
子
於
二
父
之
所
生
一
体

尊
義
重
。
且
礼
レ
祖
不
レ
厭
レ
孫
、
国
宜
一
一
遂
レ
服
無
一
レ
屈
。
而
縁
レ
情
立
レ
制
、

若
嫌
二
明
文
不
F

存
、
則
疑
斯
従
レ
重
。
謂
応
レ
同
下
於
為
二
祖
母
後
一
斉
衰
三
年
目

時
従
一
其
議
J

及
一
一
会
稽
王
世
子
元
顕
録
尚
書

J

欲
レ
使
二
百
僚
致
U

敬
、
台
内

使
二
広
立
E

議
、
由
レ
是
内
外
並
執
一
下
官
礼
」
広
常
為
憐
恨
。
義
照
初
、
宋

武
帝
使
レ
撰
一
車
服
儀
注
一
伺
除
一
鎮
軍
諮
議
参
軍
J

領
二
記
室
J

封
一
楽
成
県

五
等
侯
J

転
二
員
外
散
騎
常
侍
」
領
一
著
作
郎
J

二
年
、
尚
書
奏
広
撰
二
成
晋

史
J

六
年
、
遷
一
醍
騎
将
軍
J

時
有
一
風
看
為
E

災
、
広
献
一
言
武
帝
J

多
レ
所
一

勧
勉
J

又
転
一
大
司
農
J

領
著
一
作
郎
」
遷
二
秘
書
監
J

初
、
桓
玄
纂
レ
位
、

安
帝
出
レ
宮
、
広
陪
列
悲
働
、
哀
動
一
孟
右
J

及
二
武
帝
受
F

禅
、
恭
帝
遜
レ
位
、

広
又
哀
感
、
梯
酒
交
流
。
謝
晦
見
レ
之
、
謂
日
、
徐
公
将
ν
無
一
一
小
過
J

広
牧
レ

涙
答
日
、
身
与
レ
君
不
レ
向
、
君
佐
ν
命
興
レ
王
、
逢
一
一
千
載
嘉
運
J

身
世
荷
一

晋
徳
J

香
一
恋
故
主
J

因
更
飲
秋
。
永
初
元
年
、
詔
除
二
中
散
大
夫
J

広
言

墳
墓
在
二
晋
陵
丹
徒
」
文
生
a

一
長
京
口

J

息
道
玄
呑
宰
一
一
此
呂
」
乞
随
之
レ
官
、

帰
一
一
終
桑
梓
J

許
レ
之
、
贈
賜
甚
厚
。
性
好
レ
読
レ
書
、
年
過
一
五
八
十
」
猶
歳
読
一

五
経
一
遍
J

元
嘉
二
年
卒
。
広
所
レ
撰
晋
紀
四
十
二
巻
、
義
照
十
二
年
成
、

表
上
レ
之
。
文
有
一
答
礼
問
百
余
条
J

行
一
於
世
一

四

一
般
に
徐
広
孝
子
伝
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
張
宗
祥

校
説
郭
七
、
諸
伝
摘
玄
及
び
、
重
較
説
郡
五
十
八
(
清
、
黄
爽
の
漢
学
堂
知
足
斎

叢
書
、
子
史
鈎
沈
)
に
収
め
ら
れ
る
、
二
つ
の
孝
子
伝
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
よ

現
在
、

ムノ、

ぅ
。
前
者
は
三
条
、
後
者
は
十
六
条
の
記
事
を
収
め
る
が
、
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
、
孝
子
名
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
以
下
の
如
く
で

あ
る
。

徐
広
孝
子
伝
(
張
宗
祥
校
説
邦
七
)

-
郭
原
平

2
華
宝

泊
展
勤

徐
広
孝
子
伝
(
重
較
説
邦
五
十
八
)

4
老
莱
子

5
呉
坦
之

6
羅
威

7
社
孝

8
陳
遺

9
郭
巨

日
間
子
寮

日
管
寧

ロ
文
譲

日
陽
公

H
王
虚
之

日
呉
猛

拍
郵
展

日
陳
玄



口
粛
芝

同
猿
母

右
は
、
例
え
ば
両
唐
志
に
言
う
「
二
一
巻
」
と
較
べ
て
、
如
何
に
も
条
数
が
少
な
過

ぎ
、
共
に
後
世
の
輯
本
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
れ
ら
が
果
し
て

晋
の
徐
広
の
も
の
か
ど
う
か
、
幾
つ
か
の
疑
問
が
存
し
、
そ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
徐

広
孝
子
伝
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
少
し
、
そ
の
こ
と
を
検
討
し

て
お
き
た
い
。

今
、
二
種
の
説
邦
に
収
め
ら
れ
た
、
徐
広
孝
子
伝
十
九
条
の
本
文
を
併
せ
示
せ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
(
標
目
と
し
て
孝
子
名
を
添
え
、
通
し
番
号
を
付
す
。

4

老
莱
子
以
下
の
重
較
説
邦
所
収
本
文
に
対
し
て
は
、
漢
学
堂
知
足
斎
叢
書
と
の
異

〉
で
示
し
た
)
。

同
を
〈

徐
広
孝
子
伝
(
張
宗
祥
校
説
郭
七
)

-
郭
原
平

原
平
、
墓
下
有
二
数
十
畝
田
J

不
レ
属
一
面
平
J

毎
二
農
月
J

耕
者
担
裸
。
原
平
不
レ

欲
レ
使
レ
慢
一
其
墳
墓
一
乃
帰
売
一
一
家
資
J

買
一
此
田
J

三
農
之
月
、
現
束
帯
垂
泣
、

拐
白
耕
墾
。

2
華
宝

義
照
中
、
華
宝
父
従
レ
軍
。
時
宝
八
歳
。
其
父
語
レ
宝
日
、
吾
還
、
当
レ
営
〕
一
婚
冠
J

値
一
一
戚
陽
喪
乱
一
吉
凶
両
絶
。
宝
年
六
十
、
不
一
冠
妻
J

挙
レ
言
流
沸
。

n

品
展
勤

展
勤
少
失
レ
父
、
与
レ
母
居
。
時
多
レ
蚊
。
勤
臥
二
母
林
下
一
以
レ
身
当
レ
之
。

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

徐
広
孝
子
伝
(
重
較
説
郡
五
十
八
〈
〉
漢
学
堂
知
足
斎
叢
書
)

4
老
莱
子

老
莱
子
至
孝
、
奉
ω

一
二
親
J

行
年
七
十
、
著
一
主
綜
福
欄
衣
」
弄
一
一
雛
鳥
於
親
側
」

5
呉
坦
之

(

恒

)

(

茶

)

呉
坦
之
性
至
孝
。
母
葬
之
夕
、
設
一
九
飯
祭
J

毎
レ
臨
一
一
一
祭
J

親
号
働
断
絶
。
至
一
一

七
祭
J

吐
レ
血
而
死
。

6
羅
威

羅
威
母
年
七
十
。
天
寒
、
常
以
レ
身
温
レ
席
、
雨
後
授
二
其
処
J

7
杜
孝

杜
孝
巴
郡
人
也
。
少
失
レ
父
、
与
レ
母
居
。
至
孝
称
。
後
在
一
一
成
都
J

母
喜
レ
食
一
主

魚
J

孝
於
レ
萄
載
一
一
大
竹
筒
J

盛
一
色
…
一
一
頭
J

塞
レ
之
以
レ
草
。
祝
日
、
我
母
必
得
レ

此
。
因
投
一
一
中
流
J

婦
出
汲
、
乃
見
二
筒
横
来
触
v
岸
。
異
而
取
視
、
有
一
一
二
魚
J

〈
金
口
〉含

レ
笑
日
、
必
我
婿
所
レ
寄
。
熟
而
進
レ
之
。
聞
者
嘆
骸

0

8
陳
遺

呉
人
陳
遺
為
一
部
吏
J

母
好
レ
食
二
鍋
底
焦
飯
J

遺
在
レ
役
、
恒
帯
一
一
一
嚢
J

毎
レ
煮
レ

食
、
取
二
焦
者
一
以
胎
レ
母
。

9
郭
巨

郭
巨
河
内
温
人
也
。
妻
生
レ
男
。
謀
日
、
養
レ
子
則
不
レ
得
レ
営
レ
業
、
妨
二
於
供
養
J

〈
存
v

当
二
殺
市
埋
一
レ
膏
。
錨
入
レ
地
、
有
一
一
黄
金
一
釜
J

上
有
二
鉄
券
一
日
、
黄
金
一
釜
、

賜
二
孝
子
郭
巨
J

日
開
子
帯

閏
子
寮
事
一
一
後
母
一
極
孝
。
寒
衣
以
一
草
花
J

御
ν
車
失
レ
軒
。
父
怒
答
レ
之
、
撫
一
一
背

之
衣
一
単
。
父
欲
レ
去
二
后
妻
J

寒
啓
レ
父
日
、
母
在
一
子
寒
、
母
去
三
子
単
。

七



古
孝
子
伝
作
者
孜
八
日
(
黒
田

彰

日
管
寧

(
証
言
告
)

管
寧
避
一
地
遼
東
一
遇
レ
風
。
船
人
危
健
、
皆
叩
頭
悔
過
。
寧
惟
一
年
谷
」
念
常
知
レ

耐
不
レ
冠
而
己
。
向
レ
天
叩
頭
、
風
亦
尋
静
。

ロ
文
譲

巴
郡
文
諮
問
、
母
死
。
墳
土
未
レ
足
、
耕
一
一
一
畝
地
一
為
レ
壌
。
群
鳥
数
千
街
一
一
所
レ
作

壌
」
以
著
一
一
墳
上
J

日
陽
公

(
埠
帽
)

北
平
陽
公
輩
レ
水
作
レ
築
、
以
給
一
一
過
者
J

兼
補
二
履
属
」
不
レ
取
三
其
直

J

天
神
化

為
一
一
書
生
一
間
云
、
何
不
レ
種
レ
菜
。
日
、
無
一
菜
種
J

即
与
二
数
升

J

公
種
レ
之
。
化

為
二
白
壁

J

余
皆
為
レ
銭
。
公
得
一
以
前
安
一
レ
婦
。

H
王
虚
之

王
齢
之
腫
陵
西
昌
人
。
喪
一
父
母
一
二
十
年
、
塩
酢
不
レ
入
二
其
口
J

所
レ
住
屋
夜
有
レ

光
。
庭
中
橘
樹
、
隆
冬
二
実
。

日
呉
猛

呉
猛
年
七
歳
時
、
夏
日
伏
一
於
親
淋
下
一
恐
三
蚊
虻
及
二
父
母
J

拍
郵
展

部
展
、
父
母
在
二
幅
下

J

臥
多
レ
蚊
。
展
伏
二
林
下
一
以
レ
膚
飼
レ
之
。

日
陳
玄

〈提
v

陳
玄
陳
太
子
也
。
後
母
講
レ
之
。
陳
侯
令
一
一
一
白
投
一
一
遼
水
、
魚
負
レ
之
以
出
。
玄
日
、

我
罪
人
也
。
故
求
ν
死
耳
。
魚
乃
去
。

口
斎
芝

霜
芝
忠
孝
。
除
一
尚
書
郎
J

有
一
雑
数
十
頭
一
飲
啄
宿
止
。
当
一
上
直
」
送
至
一
岐

路
一
下
直
及
レ
門
、
飛
鳴
二
車
側
J

J¥ 

日
猿
母

余
嘗
至
一
一
綬
安
県

J

逢
一
一
途
逐
一
レ
猿
。
猿
母
負
レ
子
没
レ
水
。
水
雄
レ
深
而
清
。
乃
以
レ

戟
刺
レ
之
。
自
レ
脇
以
下
中
断
、
脊
尚
連
レ
砂
、
着
一
一
船
中
J

子
随
二
其
傍
」
以
レ
手

前
レ
子
而
死

上
掲
、
徐
広
孝
子
伝
十
九
条
の
本
文
に
関
し
て
は
全
て
、
何
ら
か
の
既
存
古
孝
子

伝
類
の
逸
文
中
に
、
殆
ど
同
じ
も
の
を
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、

独
自
の
条
が
一
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
が
ま
ず
、
徐
広
孝
子
伝
な
る
も

の
に
疑
問
を
感
じ
さ
せ
る
点
と
な
っ
て
い
る
。
上
掲
十
九
条
と
同
文
を
有
す
る
、

他
の
古
孝
子
伝
名
及
び
、
そ
の
出
典
を
示
せ
ば
、
左
の
よ
う
で
あ
る
。

-
郭
原
平
粛
広
済
孝
子
伝
(
芸
文
類
緊
日
、
太
平
御
覧
問
所
引
)

2
華
宝
|
|
宋
軒
孝
子
伝
(
芸
文
類
衆
却
)

拘
展
勤
|
ー
薫
広
済
孝
子
伝
(
芸
文
類
衆
町
)

4
老
莱
子
l

逸
名
孝
子
伝
(
初
学
記
口
)

5
呉
知
一
之
逸
名
孝
子
伝
(
初
学
記
口
。
参
考
、
宋
銅
孝
子
伝
〈
芸
文
類
衆

加
〉
)

6
羅
威

i
|
逸
名
孝
子
伝
(
山
堂
躍
考
日
)

7
社
孝
|
|
粛
広
済
孝
子
伝
(
初
学
記
口
、
太
平
御
覧
山
、
錦
繍
万
花
谷
後

集
日
、
古
今
合
壁
事
類
備
要
前
集
部
)

8
陳
遺
i
|
宋
射
孝
子
伝
(
法
苑
珠
林
却
、
初
学
記
初
、
太
平
御
覧
山
、
職

官
分
紀
位
)

9
郭
巨
|
|
宋
銅
孝
子
伝
(
初
学
記
口
、
太
平
御
覧
印
、
事
類
賦
9
、
幼
学

指
南
紗
お
)



叩
関
子
寮
ー
逸
名
孝
子
伝
(
太
平
御
覧
担
)

日
管
寧
1
l
周
景
式
孝
子
伝
(
芸
文
類
緊
8
、
太
平
御
覧

ω、
事
類
賦
6
)

ロ
文
譲
|
|
粛
広
済
孝
子
伝
(
太
平
御
覧
訂
)

日
陽
公
|
|
逸
名
孝
子
伝
(
太
平
御
覧
附
)

H
王
虚
之
宋
朗
孝
子
伝
(
太
平
御
覧
蜘
)

日
呉
猛

l
ー
逸
名
孝
子
伝
(
太
平
御
覧
師
、
古
今
図
書
集
成
明
倫
・
家
範
・

父
母
H
)

油
部
展
|
|
霜
広
済
孝
子
伝
(
太
平
御
覧
捕
。
参
考
、
古
今
図
書
集
成
明
倫

-
家
範
・
父
母
H
、
人
事
・
七
歳
訪
〈
孝
子
伝
〉
)

日
陳
玄
|
|
蒲
広
済
孝
子
伝
(
芸
文
類
爽
%
、
太
平
御
覧
問
。
参
考
、
古
今

図
書
集
成
明
倫
・
家
範
・
父
母
H
〈
孝
子
伝
〉
)

口
粛
芝
1

1

帯
広
済
孝
子
伝
(
芸
文
類
緊
削
、
太
平
御
覧
叩
)

目
張
母
|
|
周
景
式
孝
子
伝
(
太
平
御
覧
則
、
古
今
図
書
集
成
博
物
・
禽
虫

-
猿
猿
制
。
参
考
、
初
学
記
却
〈
周
索
氏
孝
子
伝
〉
、
天
中
記

(
茅
)

ω
〈
周
索
氏
孝
子
伝
〉
、
白
氏
六
帖
却
、
太
平
御
覧
側
〈
共
に
、

孝
子
伝
〉
)

さ
ら
に
右
記
を
、
各
古
孝
子
伝
の
側
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
左
の
如
く
な
る
で
あ

ろ
う
。-

粛
広
済
孝
子
伝

1
郭
原
平
、
泊
展
勤
、

7
杜
孝
、
ロ
文
譲
、
油
部
展
、
日

陳
玄
、
口
粛
芝

・
周
景
式
孝
子
伝
日
管
寧
、
国
旗
母

-
宋
朗
孝
子
伝
|
|
2
華
宝
、

8
陳
遣
、

9
郭
臣
、

M
王
虚
之

-
逸
名
孝
子
伝
|
|
4
老
莱
子
、

5
呉
畑
一
之
、

6
羅
威
、
日
間
子
霧
、
日
陽
公
、

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

日
呉
猛

即
ち
、
所
謂
徐
広
孝
子
伝
の
十
九
条
は
、
請
広
済
孝
子
伝
以
下
回
種
の
古
孝
子
伝

と
深
く
関
わ
り
、
内
、
七
条
が
粛
広
済
孝
子
伝
と
、
二
条
が
周
景
式
孝
子
伝
と
、

四
条
が
宋
朗
孝
子
伝
と
、
残
る
六
条
が
逸
名
孝
子
伝
と
、
そ
れ
ぞ
れ
密
接
な
関
係

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
て
、
そ
れ
ら
四
種
の
古
孝
子
伝
逸
文
と
徐

一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

広
孝
子
伝
と
の
関
係
は
、

一
見
し
て
不
審
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
そ
の
宋
朗
孝
子
伝
と
の
関
わ
り

で
あ
る
。
例
え
ば
徐
広
孝
子
伝
2
華
宝
と
、
{
木
軒
孝
子
伝
逸
文
(
芸
文
類
爽
二
十

所
引
)
と
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

-
徐
広
孝
子
伝

義
照
中
、
華
宝
父
従
レ
軍
。
時
宝
八
歳
。
其
父
語
レ
宝
目
、
五
口
還
、
当
レ
営
}
一

婚
冠
J

値
二
戚
陽
喪
乱
J

吉
凶
両
絶
。
宝
年
六
十
、
不
一
冠
妻
J

挙
レ
言
流
沸

0

.
宋
蔚
孝
子
伝

又
〔
宋
軒
孝
子
伝
〕
日
、
華
宝
八
歳
。
義
照
中
、
父
従
レ
軍
。
語
レ
宝
日
、

吾
還
当
レ
営
二
婚
冠
J

値
二
戚
陽
喪
乱
」
吉
凶
両
絶
。
宝
年
六
十
、
遂
不
一
冠

要
J

挙
レ
言
流
沸

華
宝
の
こ
と
は
、
南
斉
書
五
十
五
列
伝
三
十
六
孝
義
に
伝
が
見
え
、

華
宝
、
晋
陵
無
錫
人
也
。
父
豪
、
義
照
末
、
成
一
一
長
安

J

宝
年
八
歳
。
臨
レ

別
、
謂
レ
宝
目
、
須
レ
我
レ
還
、
当
レ
為
一
一
汝
上
頭
J

長
安
陥
虜
、
豪
残
。
宝
年

至
一
一
七
十
一
不
二
婚
冠

J

或
問
ν
之
者
、
輔
号
働
弥
レ
日
、
不
レ
忍
レ
答
也

と
あ
る
(
南
史
七
十
三
に
も
。
無
錫
は
、
江
蘇
省
無
錫
県
。
上
頭
は
、
加
冠
の

礼
)
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
徐
広
孝
子
伝
に
言
う
「
戚
陽
喪
乱
」
と
は
、
東
晋
末
義

か
く
れ
ん
ぼ
つ
ぽ
つ

照
十
四
(
四
一
八
)
年
に
、
旬
奴
族
赫
連
勃
勃
の
夏
国
が
長
安
を
奪
っ
た
こ
と
を

九



古
孝
子
伝
作
者
孜
同
(
黒
田

彰

指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
こ
の
話
は
さ
ら
に
そ
の
五
十
二
年
後
の
こ
と
と

な
る
(
南
斉
書
、
南
史
に
よ
れ
ば
、
六
十
二
年
後
)
。
従
っ
て
、
南
斉
の
宋
軒
な

ら
ば
と
も
か
く
、
早
く
元
嘉
二
(
四
二
五
)
年
に
没
し
て
い
る
徐
広
が
、
こ
の
話

を
記
せ
る
筈
は
な
く
、
上
掲
の
徐
広
孝
子
伝
2
華
宝
は
、
{
木
軒
孝
子
伝
を
引
い
た

も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
宋
軒
孝
子
伝
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
は
も

う
一
つ
、
同
様
の
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
徐
広
孝
子
伝
H
王
虚
之
と
、

宋
軒
孝
子
伝
逸
文
(
太
平
御
覧
九
六
六
所
引
)
と
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

-
徐
広
孝
子
伝

(
璽
}

王
虚
之
慮
陵
西
昌
人
。
喪
一
文
母
一
二
十
年
、
塩
酢
不
レ
入
二
其
口
J

所
レ
住
屋

夜
有
レ
光
。
庭
中
橘
樹
、
隆
冬
二
実
。

-
宋
銅
孝
子
伝

{
霊
)

宋
軒
孝
子
伝
日
、
王
虚
之
慮
陵
西
昌
人
。
喪
一
一
父
母
一
二
十
年
、
塩
酢
不
レ
入
二

其
口
J

所
レ
住
屋
夜
有
レ
光
。
廷
中
橘
樹
、
隆
冬
三
実

徐
広
孝
子
伝
と
太
平
御
覧
が
共
に
、
虚
字
を
霊
に
誤
る
こ
と
も
興
味
深
い
が
、
同

じ
宋
軒
孝
子
伝
な
が
ら
、
芸
文
類
衆
八
十
六
、
法
苑
珠
林
四
十
九
等
所
引
の
そ
れ

は
柳
か
複
雑
で
、
例
え
ば
南
史
七
十
三
列
伝
六
十
三
孝
義
上
に
見
え
る
、
王
虚
之

伝
に
遥
か
に
近
い
。
芸
文
類
衆
所
引
の
宋
朗
孝
子
伝
及
び
、
南
史
の
本
文
を
併
せ

示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

-
宋
拐
孝
子
伝
(
芸
文
類
緊
所
引
〔
〕
法
苑
珠
林
)

宋
弼
孝
子
伝
日
、
王
虚
之
、
〔
庫
陵
西
昌
人
。
年
〕
十
三
喪
レ
母
、
三
十
三

〔病〕

喪
レ
父
、
二
十
年
塩
酢
不
レ
入
レ
口
。
病
著
レ
床
。
忽
有
一
一
一
人
来
問
一
レ
疾
。
謂
レ

之
日
、
君
〔
病
〕
尋
差
。
俄
市
不
レ
見
。
〔
又
所
レ
住
屋
夜
有
レ
光
。
〕
庭
中
橘

O 

樹
、
隆
冬
而
実
。
病
果
尋
愈
。
成
以
至
孝
所
レ
感
。

-
南
史

王
虚
之
字
文
静
、
雇
江
石
陽
人
也
。
十
三
喪
レ
母
、
三
十
三
喪
レ
父
、
二
十

五
年
塩
酢
不
レ
入
レ
口
。
疾
病
著
レ
林
。
忽
有
一
一
一
人
来
閉
じ
疾
。
謂
レ
之
日
、

君
病
尋
差
。
俄
而
不
ν
見
、
病
果
尋
差
。
庭
中
楊
梅
樹
、
隆
冬
三
実
。
又
毎

夜
所
レ
居
有
レ
光
如
レ
燭
。
墓
上
橘
樹
、
一
冬
再
実
。
時
人
戚
以
為
一
一
孝
感
所
一
レ

致
。
斉
永
明
中
、
詔
梼
レ
門
、
錨
二
其
三
世
一

南
史
に
見
え
る
石
陽
は
、
江
西
省
吉
安
県
北
(
西
昌
は
、
江
西
省
泰
和
県
西
)
、

錨
は
、
税
を
免
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。
徐
広
孝
子
伝
は
、
省
略
型
の
宋
弼
孝
子
伝

に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
南
史
の
末
尾
に
、
「
斉
永
明
中
、

詔
梼
レ
門
、
錨
一
一
其
三
世
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
虚
之
の
孝
行
が
表
彰
さ
れ
た

の
は
、
南
斉
の
永
明
〔
四
八
三
九
一
ニ
〕
年
間
、
武
帝
(
粛
膿
)
の
時
代
の
こ

と
で
あ
り
、
王
虚
之
の
話
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
前

後
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
宋
朗
は
自
分
の
在
世
中
の
奇
瑞
を
書
き
留
め
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
、
徐
広
が
こ
の
話
を
知
る
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
こ
と
と

す
べ
き
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
例
え
ば
徐
広
孝
子
伝
に
お
い
て
、
宋
朗
孝
子
伝
と
同

文
関
係
の
認
め
ら
れ
る
、

2
華
宝
、

8
陳
遣
、

9
郭
巨
、
日
王
虚
之
な
ど
は
、
宋

餌
の
孝
子
伝
逸
文
を
、
徐
広
の
そ
れ
と
称
し
た
も
の
と
断
じ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

徐
広
孝
子
伝
は
ま
た
、
周
景
式
孝
子
伝
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
、
興
味
深
い

問
題
を
惹
起
す
る
。
徐
広
孝
子
伝
日
猿
母
と
、
周
景
式
孝
子
伝
逸
文
(
太
平
御
覧

九一

O
所
引
。
古
今
図
書
集
成
博
物
・
禽
虫
・
猿
猿
剖
に
も
)
と
の
本
文
を
併
せ

示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

-
徐
広
孝
子
伝



余
嘗
至
}
一
綬
安
県
」
逢
二
途
逐
v
張
。
猿
母
負
レ
子
没
レ
水
。
水
雄
レ
深
市
清
。

乃
以
レ
戟
刺
レ
之
。
自
レ
脇
以
下
中
断
、
脊
尚
連
レ
砂
、
着
一
一
船
中
J

子
随
二
其

傍
一
以
レ
手
前
レ
子
而
死
。

・
周
景
式
孝
子
伝

周
景
式
孝
子
伝
目
、
余
嘗
至
二
綬
安
県
」
逢
一
一
徒
逐
F

猿
。
張
母
負
レ
子
没
レ
水
。

(抄〕

水
難
レ
深
而
清
。
乃
以
レ
戟
刺
レ
之
。
自
レ
協
以
下
中
断
、
脊
尚
連
レ
砂
、
着
二

船
中
J

子
随
ニ
其
傍
」
以
レ
手
前
レ
子
而
死

本
話
は
、
知
何
に
も
哀
れ
な
話
で
は
あ
る
が
、
孝
子
伝
と
し
て
の
意
味
が
今
一
つ

ぴ

ょ

う

も

ん

掴
み
に
く
い
(
綬
安
県
は
、
福
建
省
建
寧
県
西
南
か
。
砂
は
、
脇
腹
、
問
は
、

撫
で
る
こ
と
)
。
い
ず
れ
禽
獣
に
お
け
る
母
子
の
繋
が
り
を
物
語
ろ
う
と
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
話
は
周
景
式
の
見
聞
謹
を
記
し
た
も
の
の
如
く
、
そ

の
孝
子
伝
中
の
「
余
」
は
、
周
景
式
自
身
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
徐
広

孝
子
伝
の
「
余
」
は
お
か
し
く
、
そ
れ
は
、
上
掲
の
徐
広
孝
子
伝
が
目
張
母
と
し

て
、
周
景
式
孝
子
伝
を
不
用
意
に
引
用
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
か
ら
、
徐
広
孝
子
伝
は
、
日
管
寧
も
含
め
、
周
景
式
孝
子
伝
の
ご
条
を
引
用
し

た
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
に
、
例
え
ば
徐
広
孝
子
伝
の
2

華
宝
以
下
四
条
や
H
管
寧
、
日
張
母
の
二
条
が
実
は
宋
軒
孝
子
伝
、
周
景
式
孝
子

伝
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
残
る
蒲
広
済
孝
子
伝
、
逸
名
孝
子
伝
と
同
文

を
有
す
る

1
郭
原
平
以
下
の
七
条
及
び
、

4
老
莱
子
以
下
の
六
条
も
、
や
は
り
徐

広
の
も
の
と
は
見
倣
し
難
く
、
そ
れ
ぞ
れ
粛
広
済
孝
子
伝
、
逸
名
孝
子
伝
を
引
い

た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
徐
広
孝
子
伝
の
逸
文
は
、
所
謂
徐
広
孝

子
伝
と
称
さ
れ
る
も
の
の
内
に
は
一
条
も
存
在
せ
ず
、
目
下
の
所
、
そ
の
逸
文
の

現
存
は
、
確
認
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
徐
広
孝
子
伝
に
お
い

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

て
粛
広
済
孝
子
伝
及
び
、
逸
名
孝
子
伝
と
同
文
関
係
に
あ
る
も
の
の
内
、
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
を
例
示
し
て
、
小
稿
の
結
び
と
し
よ
う
。

徐
広
孝
子
伝
1
郭
原
平
と
粛
広
済
孝
子
伝
、
郭
原
平
(
芸
文
類
衆
六
十
五
所
引

の
逸
文
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
)
太
平
御
覧
八
一
二
所
引
)

-
徐
広
孝
子
伝

原
平
、
墓
下
有
一
致
十
畝
田
」
不
レ
属
一
扉
平
J

毎
一
一
農
月
J

耕
者
担
裸
。
原

平
不
レ
欲
レ
使
レ
慢
一
一
其
墳
墓
J

乃
帰
売
一
一
家
資
」
買
二
此
田
J

三
農
之
月
、
相
靴

束
帯
垂
泣
、
朗
自
耕
墾
。

-
粛
広
済
孝
子
伝

(

郭

)

(

至

)

藁
広
済
孝
子
伝
日
、
原
平
、
墓
下
有
}
数
十
畝
田
J

不
レ
属
一
一
原
平
J

毎一一農

(

裸

担

)

(

貨

)

月
J

耕
者
恒
裸
。
原
平
不
レ
欲
レ
使
レ
慢
二
其
墳
墓
J

乃
帰
売
二
家
資
J

買
一
此

(
之
)

田
」
三
農
之
月
、
報
束
帯
垂
泣
、
朗
自
耕
墾

徐
広
孝
子
伝
は
、
粛
広
済
孝
子
伝
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
ろ
う
o

h
展
勤
以
下
も
同
様
で
あ
る
。

徐
広
孝
子
伝
4
老
莱
子
と
逸
名
孝
子
伝
、
老
莱
子
(
初
学
記
十
七
所
引
)
の
逸

文
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

-
徐
広
孝
子
伝

老
莱
子
至
孝
、
奉
一
一
二
親
J

行
年
七
十
、
著
一
主
綜
桶
欄
衣
J

弄
}
融
鳥
於
親

相
出
一

・
逸
名
孝
子
伝

孝
子
伝
日
、
老
莱
子
至
孝
、
奉
一
一
二
親
J

行
年
七
十
、
著
一
一
五
線
福
欄
衣
」

弄
ニ
雛
鳥
於
親
側
一

両
者
は
全
く
同
文
と
な
っ
て
い
る
(
似
た
逸
名
孝
子
伝
は
、
古
今
図
書
集
成
経
済



古
孝
子
伝
作
者
孜
伺
(
黒
田

彰

-
礼
儀
・
衣
服
却
等
に
も
見
え
る
)
。
徐
広
孝
子
伝
は
、
逸
名
孝
子
伝
を
引
い
て

5
呉
坦
之
以
下
も
同
様
に
見
て
良
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ら
考
え
て
、
現
在
徐
広
孝
子
伝
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
内
に
は
、
徐
広
孝
子
伝
の

本
文
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
存
在
し
な
い
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
し
て
、
二
つ
の
唐
志
に
録
さ
れ
た
そ
の
三
巻
の
書
は
、
後
に
散
逸
し
て
今
に
伝

わ
ら
ぬ
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

〔注〕
(
却
)
章
宗
源
の
惰
書
経
籍
志
考
証
、
挑
振
宗
の
惰
書
経
籍
志
考
証
参
照
。

(
紅
)
な
お
孫
啓
治
、
陳
建
華
氏
注
⑫
前
掲
書
史
部
伝
記
類
「
虞
般
佑
高
士
伝
」
に
、

「
《
元
委
遺
書
》
〔
上
海
図
書
館
蔵
清
抄
本
〕
輯
有
一
則
、
叙
皇
甫
議
事
跡
、
未
注
出

処
」
と
言
う
。

(n)
虞
孝
敬
高
僧
伝
は
、
惰
志
、
旧
唐
志
に
、
「
高
僧
伝
六
巻
虞
孝
敬
撰
」
、
新
唐
志
に
、

「
虞
孝
敬
高
僧
伝
六
巻
」
と
あ
る
。
虞
孝
敬
の
こ
と
は
、
法
苑
珠
林
一

O
O伝
記
篇

雑
集
部
三
に
、
「
内
典
博
要
四
十
巻
」
の
説
明
中
に
、

右
此
一
部
四
十
巻
、
湘
東
王
記
室
虞
孝
敬
撰

と
見
え
る
。
湘
東
王
は
、
粛
鐸
(
梁
元
帝
。
在
位
五
五
二
五
五
四
)
で
あ
ろ
う
。

章
宗
源
の
惰
書
経
籍
志
考
証
十
三
「
高
士
伝
二
巻
虞
繋
佐
撰
」
、
挑
振
宗
の
惰
書
経
籍

士
山
考
証
二
十
「
高
僧
伝
六
巻
虞
孝
敬
撰
L

参
照
。

(
お
)
章
宗
源
の
惰
書
経
籍
志
考
証
十
三
参
照
。

(
M
)

章
宗
源
の
惰
書
経
籍
士
山
考
証
、
挑
振
宗
の
惰
書
経
籍
志
考
証
参
照
。
な
お
宋
、

孫
逢
吉
の
職
官
分
紀
六
等
に
、
「
、
梁
湘
東
王
縛
孝
子
伝
」
の
陳
群
の
話
を
引
く
が
、

こ
れ
も
梁
元
帝
孝
徳
伝
の
逸
文
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
以
下
の
こ
と
は
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
(
注
①
前
掲
拙
著
I
一
1
)
。

な
お
初
学
記
二
十
九
に
見
訴
沼
、

周
索
氏
孝
子
伝
日
、
媛
寓
属
也
。
或
黄
黒
通
レ
風
間
。
軽
巣
善
縁
、
能
於
ν
空
輸

転
。
好
レ
吟
。
雌
為
-
一
人
所

v
得
、
終
不
-
註
生
一

は
、
こ
れ
だ
け
で
は
孝
子
伝
と
し
て
の
意
味
を
な
さ
ず
、
「
雌
為
二
人
所
一
レ
得
、
終
不
-
一

徒
生
こ
と
あ
る
所
か
ら
考
え
て
、
元
来
は
本
条
の
一
部
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
(
天
中
記
〈
周
索
氏
茅
子
伝
〉
、
白
氏
六
帖
二
十
九
、
太
平
御
覧
九
一

O
〈
共
に

孝
子
伝
〉
な
ど
に
類
文
が
見
え
る
。
媛
は
、
手
長
猿
、
寓
属
は
、
木
の
上
に
住
む
類

の
こ
と
)
。

(
加
)
郭
原
平
に
つ
い
て
は
、
『
宋
室
盲
』
九
十
一
列
伝
五
十
一
孝
義
に
、

原
平
:
:
:
墓
前
有
ニ
数
十
畝
田
」
不
レ
属
-
一
原
平
J

毎
レ
至
ニ
農
月
J

耕
者
恒
裸
担
。

原
平
不
レ
欲
レ
使
一
二
人
慢
一
一
其
墳
墓
」
乃
販
↓
一
質
家
貸
」
貴
二
貿
此
田
」
二
一
農
之
月
、

親
束
帯
垂
泣
、
朗
自
耕
墾

と
、
粛
広
済
孝
子
伝
に
酷
似
す
る
文
章
が
見
え
(
南
史
七
十
三
に
も
)
、
且
つ
、
『
宋

室
百
』
に
よ
れ
ば
、
郭
原
平
は
、
劉
宋
の
元
徽
元
(
四
七
三
)
年
に
卒
し
て
い
る
の
で
、

果
し
て
そ
れ
が
晋
の
粛
広
済
の
も
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
が
、
今
は
立
ち
入
ら
な

い
。
ま
た
、
例
え
ば
徐
広
孝
子
伝
泊
展
勤
(
張
宗
祥
校
説
邪
所
収
)
及
び
、
品
郵
展

(
重
較
説
明
刊
所
収
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
芸
文
類
聴
衆
九
十
七
、
太
平
御
覧
九
四
五
等
所
引

の
驚
広
済
孝
子
伝
逸
文
に
ほ
ぼ
同
文
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
本
文
を
併
せ
て
示
せ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る

0

・
徐
広
孝
子
伝
h
(
張
宗
祥
校
説
邪
)

展
勤
少
失
レ
父
、
与
レ
母
居
。
時
多
レ
蚊
。
勤
臥
-
一
母
林
下
」
以
レ
身
当
レ
之

0

・

同

劫

(

重

較

説

郭

)

〈

×

〉

郵
展
、
父
母
在
-
踊
下
J

臥
多
レ
蚊
。
展
伏
ニ
林
下
」
以
レ
膚
飼
レ
之

0

.
芸
文
類
緊

粛
広
済
孝
子
伝
目
、
展
勤
少
失
レ
父
、
与
レ
母
居
。
傭
作
供
養
。
天
多
レ
蚊
。
臥
二

母
床
下
」
以
レ
身
当
レ
之
。

-
太
平
御
覧

粛
広
済
孝
子
伝
目
、
郵
展
、
父
母
在
ニ
腸
下
J

臥
多
レ
蚊
。
展
伏
こ
淋
下
」
以
レ
自

当
レ
之

さ
て
、
担
坊
が
ど
う
や
ら
同
じ
話
ら
し
い
こ
と
は
、
例
え
ば
章
宗
源
の
惰
書
経
籍
志

考
証
に
、
「
初
学
記
人
事
部
:
:
:
郵
展
勤
」
と
し
、
挑
振
宗
の
惰
書
経
籍
志
考
証
に
、

「
+
卯
輯
古
孝
子
伝
:
:
:
其
以
-
一
部
展
展
勤
一
為
一
一
両
人
一
則
誤
也
」
と
指
摘
す
る
如
く
で

あ
る
。
す
る
と
、
二
種
の
説
邪
が
同
話
の
異
文
を
採
り
分
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、



こ
の
こ
と
な
ど
も
、
徐
広
孝
子
伝
の
後
出
性
を
思
わ
せ
る
(
古
今
図
書
集
成
明
倫
・

家
範
・
父
母
M
、
博
物
・
禽
虫
・
蚊
問
は
、
徐
広
孝
子
伝
坊
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ

う)。

(
幻
)
徐
広
孝
子
伝
6
羅
威
の
み
は
目
下
、
宋
以
前
の
逸
名
孝
子
伝
の
逸
文
が
見
当
た

ら
ず
、
明
、
彰
大
翼
の
山
堂
緯
考
十
三
に
、

孝
子
伝
、
羅
威
字
徳
行
。
少
喪
レ
父
、
事
レ
母
至
孝
。
母
年
七
十
。
天
大
寒
、
嘗

以
レ
身
白
混
レ
席
、
而
後
授
二
其
処
一

と
あ
る
も
の
が
、
よ
く
似
る
。
所
謂
温
席
謹
で
あ
る
が
、
羅
威
の
そ
れ
は
、
七
家
後

漢
書
の
一
、
裳
山
松
後
漢
書
(
初
学
記
十
七
所
引
)
に
、

羅
威
母
年
七
十
。
天
寒
。
常
以
レ
身
温
ν
席
、
雨
後
授
ニ
其
処
-

と
見
え
る
も
の
が
古
い
ら
し
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
二
十
巻
本
捜
神
記
十
一
却
に
、

羅
威
字
徳
仁
、
八
歳
喪
レ
父
、
事
レ
母
性
至
孝
。
母
年
七
十
。
天
大
寒
、
常
以
レ

身
自
混
レ
席
、
而
後
授
一
主
処
-

と
あ
り
(
初
学
記
三
、
太
平
御
覧
七

O
九
等
に
も
)
、
広
州
先
賢
伝
(
重
較
説
邪
五

十
八
所
収
)
に
、

羅
威
性
至
孝
。
遇
レ
寒
、
常
以
レ
身
温
レ
薦
。
母
乃
寝

な
ど
と
見
え
る
。
陳
検
討
集
十
一
に
引
く
逸
名
孝
子
伝
(
琉
沖
林
古
孝
子
伝
)
は
、

母
の
た
め
自
ら
は
蚊
屋
を
用
い
ず
、
進
ん
で
蚊
に
食
わ
れ
た
話
で
、
こ
の
こ
と
は
、

前
掲
広
州
先
賢
伝
や
陳
留
者
旧
伝
(
淵
鑑
類
函
四
四
七
所
引
)
に
見
え
る
。
ま
た
、

羅
威
の
話
は
、
陸
徹
広
州
先
賢
伝
(
初
学
記
十
七
等
所
引
)
、
広
州
先
賢
伝
(
太
平

御
覧
四

O
三
、
九

O
O等
所
引
)
、
皇
甫
山
逸
士
伝
(
白
氏
六
帖
二
十
九
印
等
所

引
)
な
ど
に
も
見
え
る
が
、
別
の
話
で
あ
る
(
百
越
先
賢
志
四
参
照
)
。

〔
付
記
〕
小
稿
は
、
平
成
時
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
倒

ωに
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

(
く
ろ
だ
あ
き
ら
人
文
学
科
)

二

O
O四
年
十
月
十
五
日
受
理

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)


